
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～四国手話講座担当講師研修会～ 
 2018 年 3 月 11 日（日）愛媛県共同募金助成

を受けて平成 29 年度四国手話講座担当講師研

修会を愛媛県視聴覚センターで開催しました。 

手話について造詣が深い髙塚稔氏をお迎えし

て、「養成講座講師の役割」についてお話しいた

だきました。 

手話を教える者として更に資質を向上しなけ

ればと思いました。 

午後からは、３つの分科会に分かれてそれぞ

れ学習しました。 
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手話講師の資質向上を図る 

四国ろうあ連盟情報紙「ＫＩＺＵＮＡ」第 50 号（１） 

〈受講者の感想〉 

髙塚先生のお話を聴いて、講師と

してもっと多様な知識をもたなけれ

ばと思いました。ただ、テキストの

内容を伝えるだけでなく、ろう運動

の裏話やろう教育の変遷にかかわる

興味深い話などを織り交ぜながら、

受講生の意欲を引き出していけるよ

うな講師になりたいと思います。 

自分の勉強不足を痛感した研修会

でした。 



 

 

 

 

 

 

四国ろうあ連盟情報紙「ＫＩＺＵＮＡ」第 50 号（２） 

◆編集後記◆ 四国ろうあ連盟「ＫＩＺＵＮＡ」第５０号をお届けします。 

★「ＫＩＺＵＮＡ」を発行して５０回目です。長く続けることはとても難しい中、よ

く頑張ったなと自分をほめたいです。★聞こえない人たちにとっては、情報が大切で

す。情報提供をきちんとしなければ、判断に迷うことがあります。★今の社会は聞こ

えない人たちにとってまだまだ不十分な状況です。★誰もが安心して暮らせるために

は「手話言語法」「情報・コミュニケーション法」を早急に制定しなければなりません。

★情報を獲得し、自分で選択し、決定し、それに責任をもつ一人の人間として育ち、

生きていけるような社会であってほしいと思います。★掲載して欲しい原稿は、四国

ろうあ連盟事務局、もしくは各県協会にご連絡ください。お待ちしています。 

四国ろう相談支援研修会 2018 春 
 陽春の候、皆様方にはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

今年は、東京から森せい子氏をお迎えして研修会を開催します。ぜひご都合

をつけてお越しください。 

また、会員の皆様は総会を開催しますのであわせてご参加ください。 

後日、会員の皆様には、案内を送付いたします。 

会員でない方は、これを機会にぜひ四国ろう相談支援協会にご入会ください。

よろしくお願いします。 

日 時：2018年５月 13日（日） 10：00～16：00 

会 場：西讃ふくろうセンター （香川県観音寺市木之郷町 1116番地 1） 

参加費：会員 2,000 円 一般 4,000円 

 

※ 詳細や申し込みは、四国ろう相談支援協会にお問い合わせください。 

ＦＡＸ ０８７５－２７－７７０８ 

第８回西日本エリア幹部研修会：高知 

2月24日～25日 高知市で幹部研

修会を開催しました。先人たちが遺し

てくれたものを振り返り、ろう運動の

在り方を再確認しました。今度は、次

代の若者たちに何を遺してあげられる

かを話し合いました。充実した研修会

でした。 

 

全国ろう高齢者代表者研修会：富山 

2月 23日～24日 富山県で開催さ

れ、ろう高齢者の将来について話し合い

ました。高齢者の、体力が衰え生活が立

ちいかなくなるという問題について、対

策を考えなければなりません。 

高齢者の現実と向き合わなければと痛

感しました。 

 


